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ADHD に対するスティグマの文献レビュー 
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①スティグマとは，特定の人々に対する否定的な理解や認知のことであり，Goffman（1963）により

「人の信頼/面目を失わせる望ましくない種類の属性」として定義されている。スティグマは個人や

社会に対して様々な悪影響を及ぼすことが知られており，特に障がい者に対するスティグマは，彼ら

の社会参加に対する障壁になるとされている（米倉・山口，2016）。  

注意欠如多動症(attention deficit hyperactivity disorder:以下，ADHD)は，不注意，多動性，衝動 

性などの特性をもつ神経発達症の 1つである。 ADHD 者はその特性から，社会的状況において望まし

いとされる行動を認識しつつも遂行することが難しく，日常生活場面や対人関係において，失敗や衝

突を経験することが多い（Shaw，2021）。その結果，ADHD 者も周囲に誤った認識等を引き起こし，ス

ティグマの対象となる可能性がある。しかし，本邦における ADHD に対するスティグマに関する先行

研究は少なく，構成概念やその影響の整理は行われていない。そこで本研究では，本邦における ADHD 

に対するスティグマに関する研究を概観するとともに，今後の課題について考察することを目的に研

究を行った。その結果，文献検索においては条件に合致する文献が抽出されず，予備的検討としてナ

ラティブレビューを行った。 

学会では本研究の成果について報告し，今後の研究の改善点などについて様々な専門家とディスカ

ッションを行い，今後の研究活動における参考となった。  

抄録公開 URL：https://www.edupsych.jp/wp-content/uploads/2024/09/5aaa37d54c1b710eca8a7c728

cce0111.pdf 
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